




要約：染色体バンド特異的描画法を開発した。特定染色体バンド部分を顕微鏡下にミクロ

切断し PCR法にて染色体 DNAを増幅後、蛍光 in situ ハイブリダイゼーション(FlSH)を行

った。全 X 染色体および全 Y 染色体からの PCR 産物はそれぞれの染色体全般にわたって

hybrid シグナルを示し、8q24.1 部分からの PCR産物は同バンド部分のみにシグナルを示し

た。本法は種々の染色体異常症の診断に応用できる。 


